












使い方

６

② 持ち歩いて使う場合

裏フックを矢印方向へ
スライドして傘の受骨に挟む

●傘に取り付けて使えます。
     ※傘の形状により取り付けできない場合があります。

傘の受骨に取り付ける本体を折り畳む

・ 傘へは無理して取り付けたり、外したりしないでください。
   傘の受骨の変形や本体故障の原因になります。
・ 傘に取り付けた際には完全に固定されるわけではありません。揺れや振動によって
   落下し、けがや故障することがありますのでご使用の際は十分ご注意ください。
・ 本製品を取り付けたまま傘をたたまないでください。

注
意

・ 持ち歩く際は取っ手をしっかり握り、周りにぶつけたり、落としたりしないよう
   十分ご注意ください。
・ カバンなどに入れて持ち歩く際は電源ボタンが接触しないように十分ご注意ください。
   誤動作により、電池がなくなったり、故障の原因になります。
・ 電源ボタン接触による電池切れ、故障、その他お手荷物の損傷など保証対象外と
    なります。

注
意

持ち歩く前は必ず本体が充電されていることをご確認ください。














